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たくさんの方に支えられてがんばっています！ 

 最近は、朝夕ずいぶん秋めいてきましたが、日中はまだまだ暑さが続いています。夏休が明

けてから１ヶ月がすぎましたが、みどりっ子はたくさんの方に支えられてしっかりがんばっていま

す！この１ケ月の様子をご紹介します。 

 夏休みが明けてすぐの７日（月）に６年１組の算数の研究授業がありました。「比例と反比例」の

学習で、今まで表を横に見てきたものを、今回は表を縦に見ることによって比例の関係を式に表

すことを学習する内容でした。たくさんの先生方に見られながらも、落ち着いて学習に取り組む姿

に頼もしさを感じた次第です。授業後の研究会には、荒尾第四中学校の松崎指導教諭に講師と

して来ていただき、算数科の授業づくりについてアドバイスをいただきました。子どもたちの「わか

った！」という声を聞くためにがんばる先生たちです！ 

  １６日（水）は２年生のまちたんけんでした。交番やホテルなど校区にある校区内の様々な場

所にグループごとに探検しました。私は、「串焼きあん梅」さんグループについていきました。お仕

事の内容や工夫・苦労などたくさんお話していただくとともに、普段は入れない厨房まで見学させ

ていただきました。また、福永鮮魚店さんは、休業日にもかかわらず子どもたちのためにお店を

あけてくださいました。それぞれの見学場所で有意義な学習ができました。ご協力いただいたみ

なさん、本当にありがとうございました！ 

 １８日（金）には第３回学校運営協議会を開催しました。まずは、委員のみなさまに、授業の様

子を見ていただきました。５連休前の午後でしたがしっかりがんばる子どもたちの姿をお見せす

ることができました。続いて、各委員会の委員長及び運営委員会の６年生も参加しての協議会を

行いました。各委員会の委員長さんが、それぞれの活動について紹介し、がんばっていることや

困っていることを発表しました。その後、グループに分かれてアドバイスをいただきました。最後

に、各グループの運営委員がグループで話し合ったことを発表してくれました。活発に意見交換

をしたり、アドバイスを真剣に聞いたりと立派な姿の６年生でした。さすがみどりっ子の代表です。

いただいたアドバイスをもとに、さらに素敵な緑ケ丘小学校にしてくれることを期待しています！ 

 ２５日（金）は、４年生の認知症サポーター講習会がありました。荒尾市より 3名の方に来ていた

だき、認知症についてお話をしていただきました。4 年生は総合的な学習の時間に福祉について

学習しています。この認知症サポーター講習も、その一環です。２時間の講習を受け、みんなが

立派な認知症サポーターになれました。荒尾市では、認知症の方の数が、小学生の数とほぼ同

数というお話で、認知症サポーターの数は全国１位だそうです。お年寄りに優しい荒尾市になれ

そうですね。 

 以上ほんの一部ですが、子どもたちの様子を紹介させていただきました。これからもたくさんの

方々に支えられて子どもたちもがんばっていきます。活動の様子等については、本校ホームペー

ジに随時掲載しています。ぜひご覧になってください！ 
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（チャレンジ アンド チェンジ）  
                令和８年１０月１日 文責 校長 溜渕 知昭 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【6年 1組研究授業】            【2年生町たんけん】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【学校運営協議会】     【4年生認知症サポーター講習】 

後期に向けて！ 
 前期とてもよくがんばってくれた子どもたちですが、後期に向けての課題もあります。まずは、あいさつ
です。４月から口うるさく「あいさつをがんばろう！」と子どもたちに呼び掛けてきました。以前に比べると、

よくなってきた子どももいますが、全体的にはまだまだです。これから、進んであいさつをがんばってほし

いと考えています。 

 もう一点は、「正直に」ということです。前期前半からトイレットペーパーが丸ごとトイレに捨てられていた

り、水で濡らしたトイレットペーパーが壁につけられていたりしました。誰がやったのかわかりません。学級

で、何度も指導してもらいましたが、やったという人は出てこず、もやっとした気持ちが残っています。ま

た、廊下に置いてあった水筒が大きく変形したお友達もいました。これも誰がやったかわかりません。どち

らもやった本人だけがわかっているはずです。 

「自分がやったとわかると怒られる・・・。」そう考えると正直に言うことは難しいのもわかります。しかし、

人間誰でも、大人だって失敗することはあります。ましてや、今いろんなことを経験しながら成長している

子どもたちは失敗から学んでいくことが大事です。ふざけてやわざとではないかもしれません。何か嫌なこ

とがあって気持ちをぶつけるところがなかったのかもしれません。正直に言ってすっきりしてほしい、そして

楽しく学校に来てほしいと私たちは願っています。 

先日、６年生の男の子が私のところを訪ねてきて、校長室前のプレートにジャンプしたところ、そのプレ

ートが落ちてしまったということで「ごめんなさい」と謝ってくれました。誰がしたかわからないことが続いて

いただけに、彼の正直な行動をとてもうれしく思いました。さすが緑ケ丘小の６年生だと感心しました。 

これらの話を後期の始業式で行い、「あいさつ」と「正直に」ができる子どもたちでもっと楽しい学校生活

を送っていきたいと思っています。 

≪１０月の行事予定≫  

１０月 １日（木）４年生見学旅行 

１０月 ４日（日）お仕事体験・バザー 

１０月 ５日（月）振替休業日 

１０月 ９日（金）前期終業式 

１０月１３日（火）後期始業式 

１０月２１日（水）６年生振替休業日（修学旅行のため） 

１０月２３日（金）～２４日（土）６年生修学旅行 

１０月２９日（木）荒尾市親睦陸上大会（６年生出場） 


